
1 

原小学校区における通学区域制度の弾力的運用について 

１ 今後の開発戸数の見込み 

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 合計 

原小学校 56 56 56 56 56 56 56 56 448 

２ 推計結果 ※推計結果は速報値のため、今後、多少数値が変わる場合があります。 

＜原小学校＞ 保有普通教室数：４６教室（４２教室＋４教室（小スペース）） 

 （令和7 年度から）６３教室（５９教室＋４教室（小スペース）） 

R5 

(現況) 
R6 R7 R8 R9 R10 

R11 

(ﾋﾟｰｸ) 
R12 R13 R14 

児童数 1,182 1,289 1,415 1,532 1,597 1,661 1,676 1,605 1,494 1,370 

学

級

数

通

常

学

級 

１年生 ７ 8 9 9 8 8 8 6 6 6 

２年生 ６ 7 8 9 9 8 8 8 6 6 

３年生 ６ 7 8 8 9 9 8 8 8 6 

４年生 ５ 6 7 8 8 9 9 8 9 8 

５年生 ５ 6 7 ７ 8 ８ 9 9 8 ９ 

６年生 ５ 5 6 ７ 7 8 8 9 9 8 

合 計 34 39 45 48 49 ５0 50 48 46 43 

特別支援学級 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 

合  計 41 46 52 55 56 57 57 55 53 50 

過不足普通教室数 5 0 11 8 7 6 6 8 10 13 

※令和６年度以降の推計については、特別支援学級を含む全ての児童生徒を通常学級とみなして推計。

特別支援学級は令和５年度の学級数を参考に記載。

３ 今後の対応策 

原小学校区については、印西牧の原駅周辺の住宅開発が急速に進み、児童数が増加している

状況にあります。児童数の増加に伴う学校施設の対応としては、校舎の増築を行うところです

が、保護者の皆様から隣接する学校への就学希望がありましたことから、児童数増加の緩和の

対応として、高花小学校、いには野小学校、船穂小学校及び本埜小学校への学区外就学を柔軟

に認める通学区域制度の弾力的運用を実施したいと考えています。 

４ 原小学校区における隣接する学校と連携した通学区域制度の弾力的運用（案） 

（１） 対象地区

原小学校区の全部の区域

（２） 対象地区の指定校

原小学校（進学先は西の原中学校）

（３） 学区外就学の対象校

高花小学校、いには野小学校、船穂小学校、本埜小学校

※小学校卒業後、申請によって学区外就学先の中学校への進学も可能です。

（４） 運用開始日

令和６年４月１日から
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